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研究成果の概要（和文）： 

クラミジア・トラコマティス性卵管性不妊症モデルマウスを樹立し、抗 Ct 抗体価の上昇と共

に抗 cHSP60 抗体価の上昇も確認した。またより高度な卵管性不妊症モデルマウスを作製する

目的で、遅延型過敏反応を想定した二次感染を試みた。その結果二次感染モデルでは、より重

症な卵管傷害を認め、抗 Ct 抗体価、抗 cHSP60 抗体価に関しても初回接種のみの群と比較し

て著明に上昇したことから、遅延型過敏反応と密接に関与することが知られる cHSP60 の役割

を明らかにした。つまり重傷な卵管病変形成への cHSP60 の関与を証明した。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 

We established tubal factor infertility model mouse by chlamydia trachomatis infection, 

and recognized with the rise of anti-chlamydial heat shock protein 60 (cHSP60) antibody 

titer and also with the rise of anti-Ct antibody titer.  

Moreover, we tried the secondary infection supposing a delayed type hypersensitivity 

reaction in order to produce a more advanced damage infertility model mouse.  

As a result, by the secondary infection model, since more advanced tubal damage was 

accepted and it went up to also about anti-Ct antibody titer and anti-cHSP60 antibody titer 

as compared with the group of only initial infection.  

Thus, cHSP60 may be mainly involved in the delayed hypersensitive response resulting in 

tubal damage,  
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１．研究開始当初の背景 

 

国内・外において、生殖世代を含む若年齢

層を中心として、クラミジア・トラコマティ

ス（以下クラミジア）感染症の罹患率は著し

く増加している。クラミジア感染は上行性に

広がり、付属器炎、骨盤腹膜炎や肝周囲炎を

発生する。引き続き卵管や骨盤内に癒着性病

変を形成し、卵管性不妊症を発症する最も頻

度が高い原因となる。クラミジア駆除を目的

とする治療法として抗生剤あるいは抗菌剤

があり、有効性は高い。しかしながらクラミ

ジア性卵管炎による不可逆的変化の結果生

じる卵管性不妊症、すなわち卵管狭窄や閉塞、

あるいは卵管周囲癒着に対して上記の薬物

治療は無効である。 

従ってクラミジア性卵管炎の病態を解明し、 

確実性と安全性の高い新たな治療法開発の

可能性を探ることは、たいへん意義深いこと

である。 

 

２．研究の目的 

クラミジア性卵管性不妊症モデルマウス

の作製し、クラミジア HSP60 の病態成立への

関与を確認する 

 

 

３．研究の方法 

 

(1)モデルマウスの抗 Ct抗体価、抗クラミジ 

ア HSP60 抗体価の血中動態を検討した。 

(2)モデルマウス卵管組織より mRNAを抽出し 

、RT-PCRにより CC ケモカイン、CXCケモ 

カイン、あるいは TLR の病態形成への関 

与を分子生物学的に検討した。 

(3)遅延型過敏反応を想定した二次感染モデ 

ルマウスの作製しクラミジア HSP60 の関 

与を確認する。 

 
４．研究成果 
 

卵管性不妊モデルマウスの血清学的検討

により、抗 Ct 抗体価の上昇と共に抗 cHSP60

抗体価の上昇も確認したことから、卵管病変

形成への cHSP60 の関与を示した。 

またクラミジア感染卵管においてケモカイ

ン RANTES, MIP-1αおよび CXCR3 は既報の如

く発現を認めた。IL-8 様リガンドである

Cxc12およびそのレセプターである IL-8R の

発現を今回初めて確認した。Ct 感染の場で

RANTES, MIP-1α, IL-8 および CXCR3 が卵管

傷害の病態に関与することが示唆された。ま

た TLRを介した免疫反応に関しては、TLR2が

関与していることを確認した。細菌感染に主

として TLR4 が関与する点と比して興味深い

知見を得た。 

一方より高度な卵管性不妊症モデルマウス

を作製する目的で、遅延型過敏反応を想定し

た二次感染を試みた。二次感染モデルでは、

より重症な卵管傷害を認め、抗クラミジア抗

体価、抗クラミジア HSP60 抗体価に関しても

初回接種のみの群と比較して著明に上昇し

たことから、遅延型過敏反応と密接に関与す

ることが知られる HSP60の役割を明らかにし

た。 
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